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　令和４年度の決算がまとまり、９月議会定例会で承認されました。
　町民の皆さんに納めていただいた税金や国から交付された地方交付税などがどのように使われたか、
また、池田町の財政状況はどうなっているかなど概要をお伝えします。
※増減は令和３年度と比較したものです。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
58
億
３
２
４
２
万
円
（
６
・
２
％
増
）、
歳
出
が

57
億
２
８
１
８
万
円（
５
・
８
％
増
）で
、翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し
分
を
除
く
実
質
収
支
は
５
６
９
６
万
円

の
黒
字
で
し
た
。

税
収
が
増
加

　

町
税
は
法
人
住
民
税
が
業
績
回
復
に
よ
り
２
２
５
７
万
円（
＋
49
・
１
％
）増

加
し
た
ほ
か
、個
人
住
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、た
ば
こ
税
も
増
加
し

４
５
９
６
万
円
の
増（
＋
５
・
０
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
2
年
連
続
と
な
る
再
算
定
に
よ
り
追
加
交
付
さ
れ
た
も
の
の
、

特
別
交
付
税
が
減
額
と
な
っ
た
影
響
で
１
６
１
９
万
円
の
減（
△
０
・
７
％
）と
な

り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
５
０
３
０
万
円
の
減（
△
６
・
６
％
）、一
方
で
県
支
出
金
は
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
事
業
や
第
６
波
事
業
者
支
援
交
付
金
な
ど
に
よ
り
４
１
３
７
万
円
の
増（
＋
13
・

３
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
、ふ
る
さ
と
応
援

寄
付
金
が
引
き
続
き
好
調
な

こ
と
な
ど
か
ら
８
３
４
万
円

の
増（
＋
７
・
２
％
）、繰
入
金

は
減
債
基
金
を
繰
り
入
れ
た

影
響
で
１
億
８
２
１
万
円
の

大
幅
増（
＋
４
７
１
・
５
％
）、

町
債
は
平
成
24
年
度
に
20

年
償
還
で
借
り
入
れ
た

町
債
３
件
の
借
り
換
え
が

３
億
４
９
９
０
万
円
あ
り
ま

し
た
が
、そ
れ
ら
を
除
く
と

１
億
６
６
２
０
万
円
の
減（
△

53
・
６
％
）と
な
り
ま
し
た
。

🆀 

黒
字
額
は
５
６
９
６
万
円
だ
け
な

の
？

A 

歳
出
の
中
に
は
、
将
来
に
備
え
た

積
立
が
３
億
４
３
７
０
万
円
含
ま

れ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
の
基
金

欄
参
照
）
。
仮
に
そ
の
積
立
を
し
な
か
っ

た
場
合
、
黒
字
額
は
４
億
66
万
円
と
な
り

ま
す
。

　

実
質
収
支
の

２
分
の
１
以
上
は

財
政
調
整
基
金
に

繰
り
入
れ
、
残
り

は
純
繰
越
金
と
し

て
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
黒
字
を

多
く
出
す
と
、
財

政
調
整
基
金
や
純

繰
越
金
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
当
町

で
は
実
質
収
支
が

５
０
０
０
万
円
程

度
と
な
る
よ
う
、

公
共
施
設
等
整

備
基
金
に
積
み
増

す
な
ど
の
調
整
を

図
っ
て
い
ま
す
。

1 一般会計1 一般会計

歳入歳入

令和４年度　決算報告

歳入決算額
58億3,242万円

歳出決算額
57億2,818万円

形式収支 1億424万円形式収支 1億424万円

繰り越すべき財源繰り越すべき財源 実質収支実質収支
4,728万円4,728万円 5,696万円5,696万円

歳入総額 54億8,252万円
（借換債3億4,990万円を除く）

町税
9億6,372万円
17.6%

町税
9億6,372万円
17.6%

使用料
および
手数料
7,070万円
1.3%

使用料
および
手数料
7,070万円
1.3%

地方交付税
23億7,463万円
43.3%

地方交付税
23億7,463万円
43.3%

国庫支出金
7億1,082万円
13.0%

国庫支出金
7億1,082万円
13.0%

町債
1億4,400万円
2.6%

町債
1億4,400万円
2.6%

県支出金
3億5,318万円
6.4%

県支出金
3億5,318万円
6.4%

※１自主財源　町が自主的に収入にできる財源　　※２依存財源　国や県から交付される財源など

自主財源
15億6,428万円
28.6 %

自主財源
15億6,428万円
28.6 %

※1

依存財源
39億1,824万円
71.4%

依存財源
39億1,824万円
71.4%

※2

（　　　）（　　　）
その他
繰入金、繰越金、
諸収入など
5億2,986万円
9.7%

その他
繰入金、繰越金、
諸収入など
5億2,986万円
9.7%

（　　　）（　　　）
その他
地方譲与税、
地方消費税交付金、
地方特例交付金など
3億3,561万円 6.1%

その他
地方譲与税、
地方消費税交付金、
地方特例交付金など
3億3,561万円 6.1%



広報いけだ 3

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
が
減
少

　

性
質
別
で
は
、
人
件
費
は
正
規
職
員
数

が
減
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
８
５
５
１
万
円

の
減
（
△
８
・
４
％
）
、
扶
助
費
は
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
前
年
度
に
実
施
し
た
臨
時

特
別
給
付
金
分
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

１
億
６
６
７
９
万
円
の
減
（
△
24
・
４
％
）
、

普
通
建
設
事
業
費
は
事
業
量
の
減
少
に
よ

り
６
９
６
６
万
円
の
減
（
△
20
・
０
％
）
、
災

害
復
旧
事
業
費
は
１
億
１
５
４
０
万
円
の

増
（
＋
１
３
９
・
２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
で
は
、
総
務
費
は
公
共
施
設

等
整
備
基
金
へ
の
積
立
額
減
な
ど
に
よ

り
１
億
５
８
６
３
万
円
の
減
（
△
13
・

３
％
）
、
公
債
費
は
減
債
基
金
を
財
源
と

し
て
繰
上
償
還
を
実
施
し
た
こ
と
か
ら

１
億
４
８
７
４
万
円
の
増
（
＋
26
・
０
％
）
、

農
林
水
産
業
費
は
農
業
農
村
整
備
事

業
負
担
金
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

２
６
４
６
万
円
の
増
（
＋
８
・
６
％
）
、
商

工
費
は
町
商
品
券
発
行
事
業
な
ど
に
よ
り

７
２
７
５
万
円
の
増
（
＋
54
・
２
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
一
般
会
計

と
区
分
し
、
特
定
の
収
入

と
支
出
で
経
理
を
行
う
会

計
で
す
。
令
和
４
年
度
は

す
べ
て
の
特
別
会
計
で
黒

字
で
し
た
。

　

公
営
企
業
会
計

は
独
立
採
算
が
原

則
で
、
民
間
企
業

と
同
様
に
事
業
収

益
で
運
営
す
る
会

計
で
す
。

　

水
道
事
業
と
下

水
道
事
業
が
あ

り
、
ど
ち
ら
も
黒

字
で
し
た
。

2 一般会計2 一般会計

歳出歳出

3 特3 特別会計別会計

4 公4 公営企業営企業会会計計

（借換債3億4,990万円を除く）
歳出総額 53億7,828万円

民生費
14億7,906万円
27.5%

民生費
14億7,906万円
27.5%

総務費
10億3,703万円
19.3%

総務費
10億3,703万円
19.3%

公債費
7億2,182万円

13.4%

公債費
7億2,182万円

13.4%

衛生費
3億228万円
5.6%

衛生費
3億228万円
5.6%

土木費
4億435万円
7.5%

土木費
4億435万円
7.5%

教育費
4億5,970万円
8.6%

教育費
4億5,970万円
8.6%

農林水産業費
3億3,394万円 6.2%
農林水産業費
3億3,394万円 6.2%

商工費
2億686万円 3.9%
商工費
2億686万円 3.9% 消防費

1億7,381万円 3.2%
消防費
1億7,381万円 3.2%

議会・労働・災害復旧費
2億5,943万円 4.8%
議会・労働・災害復旧費
2億5,943万円 4.8% 人件費

9億3,779万円
17.4%

人件費
9億3,779万円
17.4%

公債費
7億2,182万円
13.4%

公債費
7億2,182万円
13.4%

扶助費
5億1,578万円
9.6%

扶助費
5億1,578万円
9.6%

補助費等
11億5,586万円
21.5%

補助費等
11億5,586万円
21.5%

維持補修費
3,525万円  0.7%
維持補修費
3,525万円  0.7%

物件費
7億30万円
13.0%

物件費
7億30万円
13.0%

繰出金
4億2,756万円
7.9%

繰出金
4億2,756万円
7.9%

積立金
4億730万円
7.6%

積立金
4億730万円
7.6%

普通建設事業費
2億7,831万円 5.2%
普通建設事業費
2億7,831万円 5.2%災害復旧事業費

1億9,831万円 3.7%
災害復旧事業費
1億9,831万円 3.7%

性質別目的別

義務的経費
21億7,539万円
40.4 %

義務的経費
21億7,539万円
40.4 %

投資的経費
4億7,662万円

8.9 %

投資的経費
4億7,662万円

8.9 %

その他の経費
27億2,627万円
50.7 %

その他の経費
27億2,627万円
50.7 %

会計名 歳入額 歳出額 差引額
後期高齢者医療特別会計 1億5,956万円 1億5,912万円 44万円 
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 850万円 821万円 29万円 
工 場 誘 致 等 特 別 会 計 608万円 0万円 608万円 

会計名 歳入額 歳出額 差引額

国民健康保険
特 別 会 計

10億2,845万円 10億2,594万円 251万円
自営業の方や他の医療保険に加入されない方のため
の医療保険給付、特定健診等の保健事業の実施
●被保険者：2,044 人（1,370 世帯）
●保険給付の状況：7 億 3,498 万円

会計名 事業収益 事業費用 差引利益
水 道 事 業 会 計 2億2,431万円 1億7,622万円 4,809万円
下水道事業会計 5億2,218万円 3億6,911万円 1億5,307万円
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55 町町  債債

66 基基  金金

　

町
債
に
は
、
財
政
負
担
の
平

準
化
と
世
代
間
の
負
担
公
平
を

図
る
と
い
う
２
つ
の
機
能
が
あ

り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
決
算
の
町
債

（
借
金
）
の
残
高
は
、
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会

計
合
わ
せ
て
79
億
６
９
３
１
万

円
で
す
。
町
民
１
人
当
た
り
に

換
算
す
る
と
約
86
万
円
に
な
り

ま
す
。
（
令
和
５
年
３
月
31
日

現
在
人
口
９
３
０
８
人
で
算

出
）

　

過
去
５
年
間
の
推
移
を
み
る

と
、
一
般
会
計
は
令
和
２
年
度

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
下

水
道
事
業
会
計
や
水
道
事
業
会

計
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
は
経
済
の
急
激
な
変
化

で
大
幅
な
税
収
減
に
見
舞
わ
れ

る
、
あ
る
い
は
災
害
が
発
生
す

る
な
ど
と
い
っ
た
思
わ
ぬ
支

出
、
多
額
の
経
費
が
か
か
る
公

共
施
設
の
整
備
な
ど
の
特
定
の

目
的
を
持
っ
て
積
み
立
て
る

「
貯
金
」
で
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、公
共
施
設
等

整
備
基
金
に
２
億
４
３
７
０
万

円
、減
債
基
金
に
１
億
円
を
積
み

立
て
る
こ
と
が
で
き
、基
金
全

体
で
は
３
億
１
０
１
２
万
円
増

え
21
億
７
７
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

令
和
元
年
度
ま
で
は
、
大
型

事
業
等
で
基
金
を
取
り
崩
し
た

た
め
減
り
続
け
ま
し
た
が
、
歳

出
見
直
し
や
地
方
交
付
税
の
増

な
ど
に
よ
り
令
和
２
年
度
以
降

増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

町
民
１
人
あ
た
り
の

町
債
の
残
高
は
86
万
円

基
金
残
高
は

21
億
円
台
ま
で
回
復

0

20

40

60

80

100

120
町債残高の推移

一般会計
簡易水道事業特別会計
水道事業会計
下水道事業会計

うち臨時財政対策債※

（年度末）

（億円）

計 79億6,931万円計 79億6,931万円
計 88.8計 88.8計 94.6計 94.6計 97.8計 97.8計 99.2計 99.2

※国から交付されるべき地方
交付税の不足分を補うため
に設けられているもので、元
利償還金相当額が全額交付
税措置されます。

49.6 51.8 52.3

38.4

0.5 0.5 0.4 0.4
1.9 1.0 0.4 0.2

47.2 44.5 41.5

49.8

21.4 20.7 19.9 19.4

H30 R1 R2 R3 R4

35億1,258万円35億1,258万円

4,010万円4,010万円
434万円434万円

44億1,229万円44億1,229万円

17億7,889万円17億7,889万円

※国民健康保険および公営企業の積立金は含まれていません

基金残高の推移

財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金
（年度末）

6.5
4.4 4.8 5.0

1.11.1
1.11.1 1.11.1 2.22.2

8.58.5

6.16.1

10.810.8

5.75.7

計16.1

計11.2 計12.0

計18.0

0

5

10

15

20

25

H30 R1 R2 R4R3

（億円）

計21億772万円計21億772万円

13億7,569万円13億7,569万円

2億500万円2億500万円

5億2,703万円5億2,703万円

【その他特定目的基金の内訳】
公 共 施 設 等 整 備 基 金 10億2,028万円
て る て る 坊 主 の
ふ る さ と 応 援 基 金 1億8,961万円

福 祉 基 金 1億301万円
土 地 開 発 基 金 2,189万円
て る て る ぼ う ず
作 詞 者 浅 原 六 朗 基 金 1,688万円

ス ポ ー ツ 振 興 基 金 1,002万円
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 811万円
ふるさと・水と土基金 552万円
新型コロナウイルス感
染症対策利子補給基金 37万円
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7 健7 健全化判断比率全化判断比率
資資金不足比率金不足比率

88 経常収支比率経常収支比率

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
は
毎
年
度
、
実
質
的

な
赤
字
や
将
来
負
担
に
か

か
る
指
標
（
健
全
化
判
断

比
率
）
と
、
公
営
企
業
会

計
ご
と
の
資
金
の
不
足
額

の
度
合
い
を
表
す
指
標

（
資
金
不
足
比
率
）
を
議

会
に
報
告
し
、
公
表
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
毎
年
経
常
的
に
支
出
さ

れ
る
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
）

の
た
め
に
、
町
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
の
「
経
常

一
般
財
源
」
と
呼
ば
れ
る
経
常
的
な
収
入
が
ど
れ

だ
け
充
て
ら
れ
た
か
を
示
す
比
率
で
す
。
こ
の
比

率
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
お
金
が
多
く
、
臨

時
的
な
財
政
需
要
に
も
対
応
で
き
る
余
力
が
あ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
85
・
１
％
で
３
年
度
よ
り
３
・

４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
臨
時
財
政
対
策
債

の
減
や
公
債
費
の
増
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

財
政
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

健全化判断比率
「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」は、一般会計等および

全会計の合計で黒字となったため比率は表示されません。
「実質公債費比率」は、単年度数値は前年度より1.6ポイント

上昇し12.8％でしたが、過去3年間の平均値は対前年度比で
0.5ポイント下がり12.1％でした。

「将来負担比率」は、将来負担額より充当可能な財源が多かっ
たため表示されません。

資金不足比率
公営企業会計の資金不足割合から経営状況の

深刻度を見る比率です。
すべての会計で資金不足はありませんでした。

指標 指標の意味 令和4年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 一般会計等の赤字から財政運営の深
刻度を見る比率 ― 15.0% 20.0%

連結実質赤字比率 全会計の合計が赤字の場合算出され
る率で財政運営の深刻度を見る比率 ― 20.0% 30.0%

実 質 公 債 費 比 率 借金の返済額などの大きさから、資
金繰りの危険度を見る比率 12.1% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 一般会計等の負債の残高から、将来
の財政への圧迫度を見る比率 ― 350.0% ―

（％）

（年度）

実質公債費比率の推移実質公債費比率の推移

10.4
11.8 12.1 12.6 12.1

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H30 R1 R2 R3 R4

指標 令和4年度 経営健全化基準
簡易水道事業

特別会計 ―
20.0%水道事業会計 ―

下水道事業会計 ―

経常収支比率の推移
100.0
95.0
90.0
85.0
80.0
75.0
70.0

（％）

H30 R1 R2 R3 R4
池田町 類似団体内平均値

（年度）

90.8 91.2 90.2

83.6

81.7
85.1

89.491.5

85.0

近年の大型事業等の実施による町債の借入増加により、実質公債費比率は
上昇しています。

18％以上で町債の発行に県知事の許可が必要となり、25％以上で一部の町
債発行が制限されます。

令和13年度までのシミュレーションでは、ピーク時でも15％台に留まる見通
しですが、予測を上回ることのないよう、今後事業導入する際は慎重に判断して
いく必要があります。

類似団体とは人口や産業構造で地方公共団体を分類したもので、当町は「Ⅱ-２」グ
ループとなっています。構造が近い類似団体間で指標を比較することによって、各市
町村の財政力等の状況がより明確になり、今後の町政運営の一つの目安になります。



町有財産の売却について町有財産の売却について
　

町
で
は
使
用
し
な
く
な
っ
た
物
品
を
見
積
合
わ

せ
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。
見
積
合
わ
せ
と
は
、
購

入
を
希
望
さ
れ
る
方
の
な
か
で
、
町
が
あ
ら
か
じ

め
定
め
た
価
格
（
最
低
見
積
価
格
）
以
上
で
、
最

も
高
い
価
格
を
つ
け
た
方
に
購
入
し
て
い
た
だ
く

方
法
で
す
。

　

購
入
希
望
の
方
は
、
案
内
書
を
熟
読
お
よ
び
売

買
物
件
を
確
認
し
た
上
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
実
施
日
》
11
月
９
日（
木
）・
15
日（
水
）・
21
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

《
場　

所
》
池
田
北
保
育
園
ほ
か

《
提
出
期
限
》
11
月
24
日（
金
）午
後
５
時
必
着

《
提
出
書
類
》
①
見
積
書　

②
誓
約
書

《
提
出
方
法
》
郵
送
ま
た
は
持
参

《
提
出
先
》
総
務
課
財
政
係

・
見
積
合
わ
せ
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

「
町
有
財
産
売
払
案
内
書
」
を
必
ず
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
「
案
内
書
」
は
、
総
務
課
財
政
係
窓

口
も
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

・
物
品
は
中
古
品
（
使
用
し
な
く
な
っ
て
時
間
が

経
過
し
て
い
る
も
の
を
含
む
）
で
あ
り
、
現
況

有
姿
で
の
引
き
渡
し
と
な
る
た
め
品
質
が
保
証

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
こ
の
見
積
合
わ
せ
は
、
町
の
都
合
に
よ
り
延
期

ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

見
積
書
等
の
提
出

　

見
積
書
等
の
提
出

　

下
見
会
に
つ
い
て

　

下
見
会
に
つ
い
て

　

そ
の
他

　

そ
の
他

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

財
政
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

　

個
人
所
有
地
か
ら
道
路
へ

草
木
が
張
り
出
し
、
通
行
の

支
障
、
見
通
し
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
交
差
点
付
近
で
の
草
木

の
張
り
出
し
は
、
見
通
し
の

妨
げ
に
よ
っ
て
事
故
の
発
生

原
因
と
な
り
え
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
降
雪
の

時
期
を
迎
え
る
と
、
雪
に

よ
っ
て
落
枝
や
倒
木
の
発
生

が
よ
り
一
層
懸
念
さ
れ
、
こ

れ
ら
に
よ
り
通
行
や
地
域
の

除
雪
作
業
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
こ
れ
ら
が
原
因

で
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、
所
有
者
や
土
地
管
理
者

が
法
的
責
任
を
問
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
者
・
土
地
管
理
者
の

皆
さ
ま
に
は
、
道
路
際
の
樹

木
の
剪
定
や
畦
畔
の
草
刈
り

な
ど
、
道
路
の
安
全
確
保
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

道路を安全に利用するためにご協力をお願いします道路を安全に利用するためにご協力をお願いします

今
一
度
チ
ェ
ッ
ク
を

お
願
い
し
ま
す

①
車
道
、
歩
道
に
草
木
が
張
り

出
し
て
い
な
い
か

②
道
路
の
見
通
し
の
障
害
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
や
標
識
を
隠
し
て
い

な
い
か

③
道
路
へ
の
倒
木
の
恐
れ
が
な

い
か
、
折
れ
た
枝
が
道
路
に

散
乱
し
て
い
な
い
か

【
問
い
合
せ
先
】建
設
水
道
課  

建
設
係　

℡（
６
２
）３
１
３
０

売却物品リスト
No. 物　　件　　名 最低見積価格
1 業務用冷蔵冷蔵庫（2ドア）SANYO製 30,000円
2 業務用冷蔵冷蔵庫（4ドア）ホシザキ製 30,000円
3 流し台（ステンレス・２シンク） 3,000円
4 流し台（ステンレス・３シンク） 3,000円
5 調理台（ステンレス・大） 3,000円
6 調理台（ステンレス・小） 3,000円

7 電気式食器消毒保管機
アイホー製 10,000円

8 煮炊き釜・ガス（2機）
アイホー製 2,000円

9 釜・ガス（1機） 2,000円
10 ガス炊飯器　リンナイ製 2,000円
11 石油ホームタンク 1,000円
12 ロッカー① 1,000円
13 ロッカー② 2,000円
14 ロッカー③ 2,000円
15 ロッカー④ 2,000円
16 ロッカー⑤ 2,000円
17 キャビネット LION製 1,000円
18 　　〃 1,000円
19 踏み台 300円
20 書類ラック 300円
21 キャビネット2個セット 2,000円
22 レターケース 500円
23 カーオーディオ クラリオン製 1,000円
24 シニアカー KUBOTA LUCOOTER製 1,000円
25 卓球台 100円
26 図面キャビネット4個セット 1,000円
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雪
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
冬
期
間
の
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
主
要
道
路
を
中
心
に
除
雪

や
融
雪
剤
の
散
布
を
行
い
ま
す
。
「
地
域
ぐ
る
み
」
で
の
除
雪
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

積
雪
お
お
む
ね
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
目
安
と
し
て
、
委
託
を
受
け
た
除
雪
委
託
契

約
者
が
出
動
し
、
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
豪
雪
（
積
雪
量
お
お
む
ね
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
と
な
っ
た
場
合
は
、

池
田
町
豪
雪
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各
地
区
防
災
会

長
と
連
携
し
な
が
ら
町
民
総
出
に
よ
る
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

自
主
的
な
排
雪
に
備
え
て
、
雪
捨
場
を
確
保
し
ま
す
。

※
雪
捨
場
に
は
、
砂
利
な
ど
が
混
入
し
た
雪
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　

除
雪
作
業
は
、
道
路
上
の
雪
を
道
路
端
へ
寄
せ
る
作
業
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
な
ど
に
雪
が
寄
せ
ら
れ
て
残
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
路
上
駐
車
を
し
な
い

　

除
雪
作
業
の
支
障
に
な
る
ほ
か
、
事
故
の
発
生
原
因
や

緊
急
車
両
の
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

▽
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い

　

事
故
防
止
の
た
め
、
作
業
中
の
除
雪
車
へ
の
接
近
や
、

無
理
な
追
い
越
し
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
道
路
や
水
路
に
雪
を
捨
て
な
い

　

雪
を
道
路
に
出
す
と
、
圧
雪
に
よ
る
凹
凸
や
凍
結
に
よ
っ
て
、
事
故
の
発
生
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
路
に
流
す
と
、
詰
ま
っ
て
川
が
溢
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▽
危
険
箇
所
に
は
目
印
を

　

構
造
物
な
ど
が
雪
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
除
雪
作
業
中
見
落
と
し
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
危
険
箇
所
は
、
あ
ら
か
じ
め
竹
ざ
お
を
立
て
る
な
ど
目
印

を
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
融
雪
剤
の
支
給
に
つ
い
て

　
　

道
路
や
歩
道
へ
散
布
が
必
要
な
場
合
は
、
融
雪
剤
を
支
給
し
ま
す
。

▽
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は

出
勤
、
通
学
時
に
終
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
順
次
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】県
道　

大
町
建
設
事
務
所  

維
持
管
理
課  

維
持
係　

℡（
２
２
）５
１
１
１

　
　
　
　
　
　

町
道　

建
設
水
道
課  

建
設
係　
　
　
　
　
　
　
　

  

℡（
６
２
）３
１
３
０

除雪にご協力をお願いします除雪にご協力をお願いします
　

除
雪
基
準

　

除
雪
基
準

　

除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　

除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　

雪
捨
場
の
ご
案
内

　

雪
捨
場
の
ご
案
内

高瀬大橋 

あづみ病院 

池田町役場 
アルプス広場グラウンド 

テニスコート 

高瀬川 

安曇養護学校 
マレットゴルフ場 

雪捨場①    
「アルプス広場」サッカー場南 

雪捨場②    
「あづみの広場」グラウンド北 

高瀬橋 

堤防道路 

堤防道路 
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空
き
缶
・
金
属
類
は
こ
う
し
て
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

〇
空
き
缶
と
は
？

　

人
の
口
に
入
る
も
の
（
食
品
や
飲

料
）
が
入
っ
て
い
た
も
の
の
み
で
、

《
ス
チ
ー
ル
マ
ー
ク
》
か
《
ア
ル
ミ

マ
ー
ク
》
の
ど
ち
ら
か
が
つ
い
て
い

る
も
の
を
さ
し
ま
す
。

①
中
を
さ
っ
と
洗
う

　

汚
れ
て
い
る
と
腐
敗
や
腐
食
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
汚
れ
た
ま
ま
だ
と
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際

に
、
洗
浄
や
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

の
選
別
な
ど
、
余
分
な
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

②
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
は
同
じ
袋

　

処
理
施
設
で
、
磁
石
に
つ
く
ス
チ
ー
ル
（
鉄
）
と

磁
石
に
つ
か
な
い
ア
ル
ミ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
分
け
ず
に
同
じ
袋
で
出
し
て
も
大
丈
夫
で

す
。

③
つ
ぶ
せ
る
缶
は
つ
ぶ
す

　

ス
チ
ー
ル
缶
な
ど
つ
ぶ
し
に
く
い
缶
は
そ
の
ま
ま

で
も
大
丈
夫
で
す
が
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
つ
ぶ
し
や

す
い
缶
は
、
つ
ぶ
す
と
か
さ
ば
ら
ず
に
済
み
ま
す
。

④
ふ
た
（
キ
ャ
ッ
プ
）
は
外
し
て
出
す

　

ふ
た
（
キ
ャ
ッ
プ
）
が
し
ま
っ
た
ま
ま
だ
と
、
容

器
内
に
中
身
が
残
っ
て
い
る
か
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

中
身
が
残
っ
て
い
る
と
悪
臭
が
発
生
し
た
り
、
回
収

時
や
リ
サ
イ
ク
ル
時
に
キ
ャ
ッ
プ
が
飛
ん
だ
り
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

〇
ス
プ
レ
ー
缶

　

ガ
ス
な
ど
の
内
容
物
が
残
っ
て
い
る
と
収
集
車
の

中
で
爆
発
、
炎
上
と
い
う
事
故
が
起
こ
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
中
身
が
使
い
き
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
周

囲
に
火
の
気
が
な
い
か
十
分
注
意
し
て
、
中
身
が
空

に
な
る
ま
で
噴
射
後
、
必
ず
穴
を
あ
け
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
危
険
物
（
針
、
カ
ッ
タ
ー
の
刃
、
釘
、
包
丁
な
ど
）

　

そ
の
ま
ま
入
れ
る
と
袋
を
破
い
て
し
ま
い
そ
う
な

物
は
、
細
か
け
れ
ば
空
き
缶
な
ど
に
入
れ
て
、
ガ
ム

テ
ー
プ
な
ど
で
封
を
し
て
、
そ
の
テ
ー
プ
に
「
針
」
、

「
カ
ッ
タ
ー
の
刃
」
な
ど
と
記
入
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

包
丁
な
ど
の
大
き
な
も
の
は
、
刃
の
部
分
を
厚
紙

な
ど
で
包
ん
で
か
ら
、
他
の
金
属
類
の
一
番
上
に
な

る
よ
う
に
（
回
収
時
に
見
え
る
よ
う
に
）
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
外
せ
る
も
の
は
、
な
る
べ
く
外
す

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
、
紙
な
ど
が
つ
い
て

い
る
場
合
は
、
取
り
外
せ
る
も
の
は
、
な
る
べ
く
取

り
外
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
べ
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な

ど
の
持
ち
手
が
取
れ
な
い

（
分
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
）
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

金
属
と
し
て
指
定
袋
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

空
き
缶　

も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

　

空
き
缶　

も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

　

対
象
品
目
は
、
樹
木
幹
枝
、
剪
定
木
く
ず
、
竹
、

樹
木
根
、
竹
根
株
、
廃
材
木
く
ず
、
木
製
家
具
な

ど
で
、
１
㎏
あ
た
り
44
円
で
処
分
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
株
式
会
社
フ
ォ
レ
ス
ト

　

℡
（
６
２
）
１
０
１
５
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
・
も
え
る
ご
み
削
減
の
た

め
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

空
き
缶
・
金
属
類
の
分
別
方
法

　

空
き
缶
・
金
属
類
の
分
別
方
法

　

金
属
類　

も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

　

金
属
類　

も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

　

株
式
会
社
フ
ォ
レ
ス
ト
で
木
材
の
処
分
が

　

株
式
会
社
フ
ォ
レ
ス
ト
で
木
材
の
処
分
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た　　

広報いけだ 8

地球温暖化防止　経費削減のため地球温暖化防止　経費削減のため
もえるごみ 50% 削減を目指しましょうもえるごみ 50% 削減を目指しましょう



○
移
住
し
よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て

　

由
起
子
さ
ん
：
長
年
横
浜
市
に
住
ん
で
い
ま

し
た
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
自
然
の
中
に

身
を
置
く
機
会
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
生
活
に

憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夫
の
実
家

が
長
野
県
で
馴
染
み
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

帰
省
し
や
す
い
距
離
を
考
え
、
安
曇
野
周
辺
で
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ク
ラ
フ
ト

パ
ー
ク
か
ら
の
景
観
に
魅
せ
ら
れ
、
池
田
町
に
移
住
し
ま
し
た
。

〇
移
住
後
の
生
活
に
つ
い
て

　

正
夫
さ
ん
：
も
と
も
と
企
業
研
修
の
講
師
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か

ら
は
一
人
ひ
と
り
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
対
話
を
通

じ
て
自
分
自
身
を
見
つ
め
、
自
分
を
知
り
、
そ
し
て
自
分
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
。
そ
ん
な
個

人
向
け
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
先
日
、
対
話
カ
フ
ェ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
対
話
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
己
紹
介
の
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
は
何
者
で

す
か
？
」
。
対
話
に
よ
っ
て
、
自
分
の
思
い
が
け
な
い
価
値
観
が
見
え
た
り
、
他
者
か
ら
の
客
観

的
な
視
点
も
借
り
て
、
自
分
の
こ
と
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
音
楽
や

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
つ
な
が
り
を
作
る
な
ど
、
物
質
的
な
物
よ
り
体
験
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
時
間
を
提
供
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

由
起
子
さ
ん
：
私
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
問
い
を
通

じ
て
、
自
分
を
知
る
機
会
で
も
あ
り
、
そ
の
人
の
魅
力
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
１
冊
の
本
に
す

る
こ
と
で
、
自
分
の
人
生
を
愛
で
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族

に
と
っ
て
も
、
そ
の
人
の
本
当
の
想
い
に
触
れ
る
大
切
な
機
会
に
な
り
ま
す
。

vol.24vol.24
池
田
町
に
移
住
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
！

　

第
24
弾
は
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
お
手
伝
い
を
し

て
い
る
、
池
田
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。

　

お
二
人
と
も「
人
生
を
豊
か
に
す
る
お
手
伝
い
」と
い
う
共
通
の
ワ
ー
ド
が
あ
り
、と
て
も
深
い
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。地
元
の
方
も
、移
住
者
も
、み
ん
な
が
主
人
公
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
移
住
定
住
係　

川
上
・
武
林

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

池
田
池
田    

正
夫　
正
夫　

    

さ
ん
（

さ
ん
（
5353
））
南
箕
輪
村
出
身

　
　
　
　

    

由
起
子

由
起
子    

さ
ん
（

さ
ん
（
5353
））
横
浜
市
出
身

滝
沢
在
住　

令
和
５
年
移
住

正夫さんの取り組む
「ホントノジブン

　プロジェクト」　
ウェブサイト

vol.2

北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で

全
国
の
移
住
窓
口
が
集
合

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

ち
な
み
に
、
初
め
て
の
方
へ
池
田
町
を
説
明
す
る
と
き
は

こ
の
よ
う
な
感
じ
に

人
気
の
移
住
先
と
言
わ
れ

る
長
野
県
も
36
の
自
治
体

が
参
加
！

こ
の
フ
ェ
ア
を
き
っ
か
け

に
多
く
の
人
が
池
田
町
に

来
て
も
ら
え
る
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

池
田
町
の
ブ
ー
ス
に
は
18

組
29
名
の
方
に
訪
問
い
た

だ
き
ま
し
た

自
然
環
境
を
求
め
て
い
る

方
が
多
く

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
季
節
柄
、

冬
の
暮
ら
し
の
質
問
も
多
く

あ
り
ま
し
た

ふるさと回帰フェア編

実際
に池
田町
に

来て
くれ
た方
も
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●
移
住
フ
ェ
ア
に
出
展
し
ま
し
た
●

　

９
月
17
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
」

に
出
展
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
都
市
部
か
ら
地
方
へ
移
住
を
考
え
て
い
る
人

に
向
け
た
国
内
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
当
日
は
２
万
人
以
上
が
来
場
し
、
池
田
町

は
初
め
て
の
出
展
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１



◆
活
動
の
窓
◆

　

い
き
い
き
元
気
！
み
の
り
塾
の
第
５

回
講
座
「
薬
膳
の
入
り
口
を
学
ぶ
」
を

９
月
21
日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

中
医
薬
膳
指
導
員
の
宮
下
明
日
美
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
初
め
に
中
医
学

（
中
国
伝
統
医
学
）
や
薬
膳
の
基
本
に

つ
い
て
学
ん
だ
後
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

と
舌
の
様
子
を
見
て
自
分
の
体
質
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
皆
さ
ん
は
、
あ
ら
か
じ
め

６
つ
の
体
質
に
合
わ
せ
て
調
合
し
て
き

て
い
た
だ
い
た
薬
膳
茶
を
飲
み
比
べ
な

が
ら
、
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
３
日
、
大
北
地
区
市
町
村
の
教

育
委
員
会
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
主
催

で
、
第
１
回
大
北
駅
伝
大
会
が
町
総
合

体
育
館
発
着
堤
防
道
路
折
返
し
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
北
地
区
市
町
村
か
ら
７
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
８
区
間
36
・
５
㎞
で
競
い
合

い
ま
し
た
。
今
回
は
小
学
生
の
区
間
も

設
け
ら
れ
厳
し
い
残
暑
の
な
か
で
し
た

が
、
各
チ
ー
ム
の
力
走
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優
勝

　
　

大
町
市
Ａ
（
２
時
間
３
分
44
秒
）

　

準
優
勝

　
　

小
谷
村　

（
２
時
間
５
分
40
秒
）

　

３
位

　
　

松
川
村
Ａ
（
２
時
間
９
分
11
秒
）

　

４
位

　
　

白
馬
村　

（
２
時
間
12
分
49
秒
）

　

５
位

　
　

松
川
村
Ｂ
（
２
時
間
23
分
48
秒
）

　

６
位

　
　

池
田
町　

（
２
時
間
25
分
14
秒
）

　

７
位

　
　

大
町
市
Ｂ
（
２
時
間
38
分
38
秒
）

　

大
会
開
催
に
伴
い
、
堤
防
道
路
な
ど

交
通
規
制
を
行
い
ま
し
た
が
、
事
故
等

も
な
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
町
の
皆
さ
ま
に
は
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４

▲甘みもありおいしく体を補います

ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

【
申
込
・
問
い
合
せ
先
】創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
月
曜
日
休
館
）

創
造
館
陶
芸
教
室
開

創
造
館
陶
芸
教
室
開
催催

　

安
曇
野
市
在
住
の
陶
芸
家
、
本
間
友
幸
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
陶
芸
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
美
味
し
い
魚
の

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は

少
し
長
め
の
お
皿
を
作
り
ま
す
。

自
作
の
お
皿
で
美
味
し
さ
も
さ

ら
に
ア
ッ
プ
！

【
日
時
】
11
月
23
日（
木
・
祝
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
会
場
】
創
造
館　

工
芸
室

【
講
師
】
本
間
友
幸
さ
ん
（
安
曇
野
市
在
住
）

【
費
用
】
５
０
０
０
円（
講
習
料
・
材
料
費
・
焼
成
代
含
む
）

　
　
　
　

※
四
角
い
お
皿
を
作
り
ま
す

　
　
　
　
　

お
つ
り
が
出
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

【
募
集
定
員
】
10
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
飲
み
物
・
手
拭
き
用
タ
オ
ル

　

第
１
回
大
北
駅
伝
大
会

池
田
町
チ
ー
ム
は
６
位　

ピアノ半額 DAY
月２回開催中です
詳しくは創造館まで！
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公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

クラフトパーク＆創造館だよりクラフトパーク＆創造館だよりクラフトパーク＆創造館だより



☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆ 11 月の休館日　６・13・20・27・28 日

（28 日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

第第25回図書館まつりのお知らせ25回図書館まつりのお知らせ
11 月 11 日（土）11 月 11 日（土）

両日開催両日開催

11 月 12 日（日）11 月 12 日（日）

午前 10 時～　
　カードケースを作ろう！
午前 10 時 30 分～
　おはなしでてこ～い ‼　秋の巻
午後１時～　（要事前申込）
　製本講座「和綴じ本に挑戦しよう」

午前 10 時～
　みずとはなんじゃ？

～ミニミニ実験のおはなし会（要事前申込）
　日曜日版　ぶっくかふぇ・いけだ

短編小説などの読書会のほか、持ち寄りの推
し本で読書の輪を広げましょう。

午後２時～
　人形劇「わたちゃんのほのぼの劇場」

NPO 法人いいだ人形劇センター・後藤渉
さんをお迎えします。入場は無料ですが、
10 月 28 日（土）から整理券を配布します。

○ロングセラー絵本展示

　『昭和・平成・令和　絵本は時代をつなぐ』

　・好きな絵本への投票や思い出の「ひとこと

コメント」を募集します

○みんなの「ぐりとぐら」おえかき作品展示

○おはなしクイズに挑戦 ‼

○図書館のお仕事体験コーナー（要事前申込）

　『やってみましょう！ブックコート』　

○絵本の花束貸出コーナー

11 月 11 日（土）～ 19 日（日）

「交流センターかえでの会・図書館部会」の会

員の皆さんの運営で開催します。

本のリサイクル広場本のリサイクル広場

会場：交流センターかえで
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いわい としお 作
（偕成社 刊）

ある風の強い日、山のてっ
ぺんから、大きな「まんげつ
いわ」がゴロゴロバシャー
ン！と沼に落ちてきました。

大人気シリーズ第６弾！

ゆる金継ぎ
‐合成うるしで、簡単＆楽しい！‐

その他の新着書
歌う自画像 笠置シヅ子
未来地図 小手鞠るい
剣、花に殉ず 木下昌輝
猫弁と狼少女 大山淳子
間の悪いスフレ 近藤史恵
続 窓ぎわのトットちゃん
 黒柳徹子
魔女の一日 山村浩二

近世やまと絵 50 選 東京国立博物館
おしえて志麻さん！お助けレシピ 100
 タサン志麻
フェミニスト紫式部の生活と意見
 奥山景布子
ようこそ、ヒュナム洞書店へ
 ファン・ボルム
ハンティング・タイム
 ジェフリー・ディーヴァー

藤野 佳菜子 著
（河出書房新社 刊）

最近注目の「金継ぎ」。
初心者でもできる器の
お直しからアクセサリ
ー作りまで、ハンドメイ
ド感覚の楽しみ方を紹
介します。

ぬまの　100 かいだてのいえ
沢木 耕太郎 著

（新潮社 刊）
幼少期から現在に至る

まで、無数の本との出会
いを綴る豊潤な 36 編。『深
夜特急』の直前、26 歳の
時に書いた単行本未収録
のエッセイ初収録。

夢ノ町本通り
‐ブックエッセイ‐

かかえでの会図書館部会 主催えでの会図書館部会 主催
『『本のリサイクル広場』開催に伴い、本のリサイクル広場』開催に伴い、

ごご家庭で読まれなくなった本の家庭で読まれなくなった本の
提提供をお願いします供をお願いします

◉受付期間：10 月 27 日（金）～ 11 月 9 日（木）
◉受付場所：図書館カウンター
◉著しい汚れや傷みがある本、雑誌、全集や

辞書 ･ 事典類など、対象としないものもあ
ります。詳しくはお問い合わせください。



　

池
田
町
に
来
て
、
４
度
目
の
秋
を
迎
え
ま
し

た
。
１
年
目
の
秋
は
、
夕
暮
れ
と
と
も
に
急
激

に
寒
く
な
る
気
候
に
冬
を
越
せ
る
か
と
一
抹
の

不
安
を
抱
え
な
が
ら
。
２
年
目
は
、
ご
縁
が
あ

り
、
空
き
家
を
紹
介
い
た
だ
き
購
入
す
る
か
検

討
に
明
け
暮
れ
た
夜
長
を
過
ご
し
。
３
年
目

は
、
購
入
し
た
空
き
家
を
自
分
た
ち
で
セ
ミ
セ

ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
決
意
を
し
て
、

い
ざ
始
め
る
決
意
を
奮
い
立
た
せ
る
日
々
で
し

た
。

　

そ
し
て
４
年
目
、
１
年
を
か
け
て
そ
の
空
き

家
を
改
修
し
て
お
店
が
出
来
る
く
ら
い
ま
で
に

は
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
完
成
ま
で
に
は
か
な
り
大
変
な
道
の
り
で

し
た
。

　

ま
ず
は
、
物
件
が
で
か
い
こ
と
。
昭
和
の
総

２
階
の
物
件
で
し
た
。
全
て
を
改
修
す
る
に
は

時
間
と
お
金
が
か
か
り
過
ぎ
る
た
め
、
約
半
分

の
ス
ペ
ー
ス
を
改
修
す
る
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
い
ざ
改
修
に
取
り
掛
か
り
、
床
を
剥
が
し

て
み
る
と
、
基
礎
は
土
に
石
を
載
せ
て
い
る
だ

け
の
簡
素
な
も
の
。
幸
い
少
し
は
補
強
は
さ
れ

て
お
り
、
少
し
ば
か
り
多
少
の
傾
き
は
根
太
で

揃
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
冬
場
ず
っ
と
床
張
り

を
行
い
、
暖
か
く
な
っ
て
、
壁
塗
り
を
行
い
そ

の
途
中
で
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
、
知

り
合
い
の
方
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
な
ん

と
か
皆
さ
ん
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
形
に
な
り

ま
し
た
。

　

伝
え
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

実
は
そ
の
物
件
で
は
11
月
か
ら
、
カ
フ
ェ
・
喫

茶
（
お
弁
当
販
売
）
を
行
う
予
定
で
す
。
も
し
、

気
に
留
め
て
い
た
だ
け
た
ら
大
町
よ
り
の
県
道

沿
い
に
ひ
っ
そ
り
と
「
の
ぼ
り
」
が
立
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
そ
の
時
は
覗
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

西
山
西
山    

友
樹
友
樹

振
興
課

振
興
課

商
工
観
光
係

商
工
観
光
係

№ 94

わ
た
し
の
つ
ぶ
や
き

わ
た
し
の
つ
ぶ
や
き

『
川
崎
満
孝　

総
合
芸
術
展
～
心
の
旅
～
』

11
月
３
日
（
金
）
か
ら
開
催
！！

【
問
い
合
せ
先
】

　

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館

（
池
田
町
立
美
術
館
）

　

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

池
田
町
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
音

楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
『
ド
ン
・
キ
ー
』
こ

と
川
崎
満
孝
に
よ
る
、
作
品
と
音
楽
の

総
合
芸
術
展
で
す
。

　

川
崎
は
求
道
の
芸
術
家
と
し
て
、
東

南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
な
ど

の
中
近
東
方
面
23
カ
国
を
放
浪
し
た

後
、
池
田
町
に
移
住
し
、
77
歳
に
な
る

今
日
ま
で
制
作
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

絵
画
・
版
画
・
陶
芸
な
ど
の
作
品
は
、

色
鮮
や
か
で
独
特
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
お
り
、
旅
し
て
き
た
国
々
の
影
響

が
濃
く
感
じ
ら
れ
、
人
々
の
心
を
惹
き

つ
け
ま
す
。

　

音
楽
は
、
本
人
が
作
詞
作
曲
し
た
楽

曲
を
録
音
し
、
そ
の
曲
に
合
わ
せ
て
歌

い
踊
り
ま
す
。
チ
ン
ド
ン
屋
ス
タ
イ
ル

で
行
わ
れ
る
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
。

　

人
生
を
賭
し
て
芸
術
活
動
を
続
け
る

川
崎
満
孝
の
、
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
を

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

《
会　
　

期
》11
月
３
日（
金
）～
12
月
10
日（
日
）

　
　
　
　
　

／
３
月
１
日（
金
）～
３
月
17
日（
日
）

《
休
館
日
》月
曜
日

《
開
館
時
間
》午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
入
館
午
後
４
時
30
分
）

《
会　
　

場
》企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》一

般
５
０
０
円（
４
５
０
円
）

　
　
　
　
　

高
大
生
３
５
０
円（
３
０
０
円
）

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※（ 

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

《
イ
ベ
ン
ト
》『
ド
ン
・
キ
ー
お
じ
さ
ん
の

音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』

　
　
　
　
　
　

毎
週
土
曜
日　

午
後
１
時
～

　
　
　
　
　

『
ド
ン
・
キ
ー
お
じ
さ
ん
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
』

　
　
　
　
　
　

11
月
15
日（
木
）　

午
後
２
時
～

▶
「
感
動
的
な
春
」
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10
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
、

「
第
36
回
と
ん
ぼ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
増
築
工
事
に
よ
る
駐
車
場
の
関
係
で

限
定
公
開
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り

に
ご
家
族
や
同
窓
生
、
関
係
事
業
所
の
方
々

を
お
招
き
し
て
の
開
催
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ

に
つ
く
り
あ
げ
よ
う
‼
思
い
っ
き
り
楽
し
む

と
ん
ぼ
ま
つ
り
36
』
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に

は
、
「
み
ん
な
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
最
高
の
と

ん
ぼ
祭
り
を
作
り
上
げ
た
い
」
と
い
う
児
童

生
徒
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
開
祭
式
は
、
高
等
部
の
勇
壮
な
あ

づ
よ
う
太
鼓
で
始
ま
り
ま
し
た
。
各
部
の
代

表
が
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
本
校
オ
リ
ジ
ナ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
て
る
ち
ゃ
ん
」
と

「
あ
づ
よ
う
ラ
イ
ダ
ー
」
が
登
場
す
る
中
、

ス
テ
ー
ジ
バ
ッ
ク
が
披
露
さ
れ
、
大
き
な
拍

手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。
中
学
部
は
元
気

に
「
み
ん
な
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」
を
歌
い
、
小

学
部
の
「
お
ま
つ
り
ど
っ
き
ゅ
ん
」
の
ダ
ン

ス
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
後
半
も

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
「
楽

し
か
っ
た
」
自
然
と

そ
ん
な
声
が
上
が
る
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
開

祭
式
で
し
た
。

　

２
日
目
か
ら
の
各
部

の
活
動
の
中
で
、
小
学

部
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

作
り
遊
具
が
並
ぶ
「
あ

づ
よ
う
ラ
ン
ド
」
で
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台
や
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
好
き
な
遊
び
を
思
い

思
い
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

訪
問
部
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
で
は
、
ト
ト
ロ
の

森
の
中
で
、
見
る
、
聞
く
、
触
れ
る
な
ど
し

な
が
ら
楽
し
い
世
界
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

　

中
学
部
は
、
販
売
活
動
と
自
分
た
ち
で
装

飾
を
し
て
作
り
上
げ
た
お
神
輿
を
笛
の
号
令

に
合
わ
せ
て
「
わ
っ
し
ょ
い
！
」
と
連
呼
し

な
が
ら
校
地
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

高
等
部
、
あ
づ
み
野
分
教
室
は
、
作
業
学

習
の
製
品
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
日
頃
の
作

業
学
習
で
一
生
懸
命
に
作
っ
て
き
た
製
品
を

買
い
求
め
る
お
客
さ
ま
に
「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
」
と
笑
顔
で
や
り
と
り
し
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
が
『
自
分
か
ら
、
自
分
で
、
精

一
杯
』
の
取
り
組
み
が
出
来
た
学
校
祭
で
し

た
。
今
回
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に

は
、
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
き
感
謝
で
す
。

　

今
年
度
は
、
９
月
に
寄
宿
舎
の
夜
間
避
難

訓
練
に
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
参
加
い
た
だ

き
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
と
い
う
活
動
も
実

現
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
さ
ら
に
地

域
の
皆
さ
ま
に
、
学

校
の
様
子
を
見
て
安

曇
養
護
学
校
の
教
育

活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
れ
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。

　

ご
家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
一
般
の
住
宅
に

も
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
つ
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
？

　

就
寝
時
間
等
に
発
生
し
た
火
災
に

よ
っ
て
、
毎
年
、
た
く
さ
ん
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
全
国

で
千
人
以
上
の
命
が
失
わ
れ
、
そ
の
う

ち
約
５
割
が
逃
げ
遅
れ
、
約
７
割
以
上

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
こ

と
か
ら
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
増
加

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
火
災
を
い
ち
早
く
感
知
し
、

警
報
ブ
ザ
ー
や
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
る

装
置
な
の
で
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
に

お
い
て
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設

置
さ
れ
て
い
た
火
災
と
設
置
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
火
災
を
比
較
す
る
と
約
３
分

の
１
の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
住
宅
の
寝
室

や
階
段
等
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
台
所
で
の
火
災
の
発
生

件
数
が
多
い
の
で
、
設
置
す
る
と
よ
り

安
心
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警

報
器
を
取
り
付
け

る
場
合
は
専
門
の

資
格
は
不
要
で

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

で
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
電
池

式
の
寿
命
は
お
お
む
ね
10
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

定
期
的
に
作
動
す
る
か
点
検
を
実
施

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

　

近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ガ
ス
事

業
所
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
や
押
し
売
り
が
あ

る
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
消
防

署
で
は
個
々
の
家
庭
へ
の
販
売
促

進
は
し
て
い
ま
せ
ん
！

　

自
宅
に
設
置
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
家
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
か
、
設

置
さ
れ
て
い
た
ら
電
池
が
切
れ
て
い
な

い
か
を
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
家
族
の
命
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
に
、
早
期
の
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？　

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？　

安 曇 養 護 学 校

住
宅
火
災
の
現
場

住
宅
火
災
の
現
場

設
置
箇
所

設
置
箇
所

ど
こ
で
購
入
す
れ
ば
よ
い
か

ど
こ
で
購
入
す
れ
ば
よ
い
か

取
り
付
け
・
点
検

取
り
付
け
・
点
検
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地域計画（地域農業経営基盤強化促進計画）地域計画（地域農業経営基盤強化促進計画）
の策定が始まりますの策定が始まります

　

「
地
域
計
画
」
と
は
、
10
年
後
、
地
域
の
農
業
を
ど
う
し
て

い
き
た
い
か
、
「
い
つ
」
「
誰
が
」
「
ど
こ
の
農
地
を
」
担
っ

て
い
く
の
か
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
、
方
向
を
明
ら
か

に
す
る
計
画
で
す
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ

り
、
地
域
の
農
地
を
農
地
と
し
て
維
持
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
が
令
和
４
年
５
月
に
改
正
（
令
和
５
年

４
月
施
行
）
さ
れ
、
従
来
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が
「
地
域

計
画
」
と
し
て
法
律
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地

域
の
農
業
と
農
地
を
残
し
て
い
く
た
め
に
は

　

①
誰
が
耕
作
を
担
う
の
か

　

②
耕
作
を
担
う
人
が
経
営
し
や
す
い
環
境
を
ど
う
整
え
る
か

な
ど
を
地
域
で
話
し
合
い
、
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
、
10

年
後
に
目
指
す
地
域
の
農
地
利
用
（
目
標
地
図
）
な
ど
を
加
え

た
内
容
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
で
は
「
地
域
の
中
心
と
な
る
経

営
体
一
覧
」
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
計
画
で
は
、
目

標
地
図
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
地
域
内
の
農
業
を
担
う
者
一

覧
」
と
な
り
ま
す
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
か
ら
「
地
域
計
画
」
へ

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
か
ら
「
地
域
計
画
」
へ

地
域
計
画
の
内
容

地
域
計
画
の
内
容

①
将
来
の
農
地
利
用
に
か
か
る
意
向
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
の
実
施

　

《
令
和
５
年
秋
か
ら
農
業
委
員
会
が
実
施
》

　

自
分
が
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
、
農
地
を
誰
か
に
託
さ
な

い
と
農
地
は
荒
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
貸
し
た
い
人
の
農
地

を
、
借
り
た
い
人
に
的
確
に
橋
渡
し
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
農
地
利
用
の

意
向
を
把
握
す
る
た
め
意
向
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
実
施
し
ま

す
。
目
標
地
図
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
農
業
者
の
意
向
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
意
向
調
査
へ
の
回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
各
集
落
で
の
話
し
合
い
《
令
和
６
年
夏
か
ら
実
施
予
定
》

　

意
向
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
現
況
地
図
や
目
標
地
図
の
案
を
作

成
し
、
集
落
（
地
域
）
ご
と
に
必
要
に
応
じ
て
話
し
合
い
を
行
い
、
地

域
計
画
の
案
を
作
成
し
ま
す
。
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
話
し
合
い

を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
農
業
の
将
来
展
望
や
危
機
意
識
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
話
し
合
い
の
結
果
が
「
地
域
計
画
」

に
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
地
域
計
画
の
策
定
《
令
和
７
年
３
月
予
定
》

　

各
集
落
（
地
域
）
の
意
向
を
反
映
し
た
地

域
計
画
案
に
つ
い
て
、
農
業
関
係
機
関
等
か

ら
意
見
聴
取
し
、
必
要
に
応
じ
集
落
（
地
域
）

に
確
認
し
修
正
し
ま
す
。
そ
の
後
、
縦
覧
期

間
を
経
て
公
告
し
ま
す
。

詳
し
く
は
町
H
P
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

計
画
策
定
の
主
な
手
順

計
画
策
定
の
主
な
手
順

【
問
い
合
せ
先
】
振
興
課

℡（
６
２
）３
１
２
７

農
業
委
員
会
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お
か
げ
さ
ま
で
、
文
化
財
資
料
館
は
開
館
３
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
11
月
３
日
の
文
化
の
日
は
特
別
に
開
館
し
、
来
場
者
の
方
に

焼
イ
モ
を
差
し
上
げ
ま
す
。
当
日
は
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
に
て

み
ん
な
の
文
化
祭
（
芸
能
発
表
）
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
文
化
の

秋
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
資
料
館
も
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

資
料
館
へ
の
入
場
は
無
料
で
す
。

【
日　

時
】
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
正
午
か
ら

　
　
　
　
　

※
な
く
な
り
次
第
終
了

【
場　

所
】
文
化
財
資
料
館

【
そ
の
他
】
悪
天
候
の
場
合
、
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
夏
、
高
瀬
中
学
校
１
年
生
が
夏
休
み
の
宿
題
に
取
り
組

む
た
め
文
化
財
資
料
館
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
縄
文
時
代
か
ら
近

現
代
ま
で
、
町
の
歴
史
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
文
化
財
資
料
館
で
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
興
味
あ
る
テ
ー
マ
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
町
の

歴
史
を
調
べ
た
中
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
展
示
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
～
11
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

（
月
曜
日
休
館
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】
文
化
財
資
料
館
入
口

【
問
い
合
せ
先
】教
育
委
員
会  

文
化
財
資
料
館　

℡（
６
１
）１
４
３
０

健康づくり講演会開催のお知らせ健康づくり講演会開催のお知らせ
　

全
国
的
に
生
活
習
慣
か
ら
の
糖
尿
病
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
動
脈
硬
化

だ
け
で
な
く
、
が
ん
発
症
の
リ
ス
ク
で
も

あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
肝
臓
が
ん
の
発

症
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
が
、
な
ぜ
肝
臓
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク

が
高
い
の
で
し
ょ
う
か
。
糖
尿
病
と
肝
臓

の
深
い
関
係
に
つ
い
て
学
び
、
生
活
を
振

り
返
る
機
会
と
し
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》11
月
８
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

《
場
所
》松
川
村
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

す
ず
の
音
ホ
ー
ル

（
松
川
村
松
川
８
４
‐
１
）

《
演
題
》糖
尿
病
と
肝
臓
の
深
～
い
関
係

【
問
い
合
せ
先
】

　

健
康
福
祉
課  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０

認知症映画上映会開催のお知らせ認知症映画上映会開催のお知らせ

文化財資料館からのお知らせ文化財資料館からのお知らせ
文
化
の
秋
・
実
り
の
秋
は

文
化
の
秋
・
実
り
の
秋
は

文
化
財
資
料
館
へ
出
か
け
よ
う
！

文
化
財
資
料
館
へ
出
か
け
よ
う
！

開
館
３
周
年
記
念　

焼
き
芋
プ
レ
ゼ
ン
ト

開
館
３
周
年
記
念　

焼
き
芋
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

高
瀬
中
学
校
１
年
生
が
調
べ
た
町
の
歴
史

　

高
瀬
中
学
校
１
年
生
が
調
べ
た
町
の
歴
史

レ
ポ
ー
ト
展
示
紹
介　

レ
ポ
ー
ト
展
示
紹
介　

　

国
の
推
計
に
よ
る
と
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上

の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
認
知
症
は
だ
れ
で
も
な
り
う
る
病
気
で
す
。
こ

の
映
画
を
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
こ
と
、
自
分
自

身
や
家
族
の
人
生
の
最
期
の
迎
え
方
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
日
時
》

　

11
月
24
日
（
金
）

　

開
演
：
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

《
上
映
映
画
》

　

ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

～
お
か
え
り
お
母
さ
ん
～

《
会
場
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で　

ホ
ー
ル

《
定
員
》
３
０
０
人

《
申
込
方
法
》

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
、
健
康

福
祉
課
窓
口
、
電
話
に
て
受
付
。
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
お
申
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

　

は
こ
ち
ら
か
ら

講師：仲
なか

　元
も と じ

司　医師
信大医学部卒
浅間総合病院糖尿病
センター顧問

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係

℡（
６
１
）５
０
０
０
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町
で
は
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に

消
防
団
員
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、
我
が
池
田
町
消

防
団
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　

　

し
か
し
火
災
や
災
害
等
は
ま
っ
た
な
し
で
お
と
ず
れ

ま
す
。
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
池
田
町
の
安
心

と
安
全
の
た
め
共
に
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
男
性

に
限
ら
ず
、
女
性
や
学
生
も

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
緒
に
地
域
の
防
火
防
災

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
興
味
が
あ
る
方
は
、

近
所
の
消
防
団
か
総
務
課
危

機
管
理
対
策
室
ま
で
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〇
全
国
で
若
手
消
防
団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
！

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！！

　

20
歳
女
性
の
も
う
ひ
と
つ
の
顔
は

「
消
防
団
員
」

（
名
古
屋
・
中
京
テ
レ
ビ
）

　

火
災
か
ら
地
域
を
守
る

　
　
　
　
　

女
性
消
防
団
員
に
密
着

　

（
ス
ー
パ
ー
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ
ル
長
崎
）

　

求
む
！
消
防
団
員

　

深
刻
な
人
材
不
足
に
各
地
の
消
防
団
は

（
長
野
ａ
ｂ
ｎ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

【
問
】
総
務
課　

危
機
管
理
対
策
室

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

　

財
産
の
管
理
や
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
を
自
分
だ
け
で
行

う
こ
と
が
難
し
い
方
を
支
援
す
る
「
成
年
後
見
制
度
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

《
日　

時
》
11
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
　

開
演
：
午
後
２
時
～
午
後
４
時

《
テ
ー
マ
》

「
や
さ
し
く
わ
か
る
成
年
後
見
制
度
」

　

～
意
思
決
定
に
支
援
が
必
要
な
人
の

権
利
を
守
る
た
め
に
～

《
講　

師
》
長
野
県
弁
護
士
会
ひ
ま
わ
り
長
野

　
　
　
　
　

弁
護
士　

塩
野　

悠
子
氏

《
会　

場
》

　

メ
イ
ン
会
場　

　
　

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室

　

サ
ブ
会
場

　
　

池
田
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

や
す
ら
ぎ
の
郷　

大
会
議
室

　

※
サ
ブ
会
場
は
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
の
講
演
で
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
会
場
へ
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
問
】
北
ア
ル
プ
ス
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

℡
（
２
２
）
１
５
５
０

消
防
団
員
募
集
中
！

　

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
講
演
会

開
催
の
お
知
ら
せ　

爽そ
う
ら
い籟

や
ひ
き
も
き
ら
さ
ぬ
バ
イ
ク
音

　
　
　
横
山
さ
ゆ
み
（
林

　
中
）

母
の
忌
や
萩は

ぎ

咲
く
頃
が
好
き
で
し
た

　
　
　
矢
嶋
さ
ほ
子（
十
日
市
場
）

無い

ち

じ

く

花
果
に
群
が
る
鳥
を
追お

い
は
ら払

ふ
　
　
　
　
　
中
沢

　

恵（
十
日
市
場
）

午
後
八
時
街
灯
と
俺
と
秋
の
雨

　
　
　
　
　
北
原

　
幻
楽
（
一
丁
目
）

訃
報
受
く
か
な
か
な
の
鳴
く
夕
映
え
に

　
　
降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

そ
れ
な
り
に
お
洒し

ゃ
れ落

し
て
ゆ
く
敬
老
会

　
　
荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

野の
ぼ
と
け仏

に
ひ
そ
と
さ
さ
や
く
女お

み
な
え
し

郎
花

　
　
　
　
吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

満
ち
足
り
し
一ひ

と
ひ日

の
色
に
秋
暮
る
る

　
　
　
遠
藤

　
順
子
（
渋
田
見
）

吟ぎ
ん
こ
う行

の
古こ

さ
つ刹

に
遊
ぶ
萩
日
和

　
　
　
　
　
　
薄
井

　
保
丞
（
南

　
台
）

登
校
児
不
意
に
現
る
霧き

り
ぶ
す
ま襖

　
　
　
　
　
　
　
石
原

　
孟

　
（
南

　
台
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者

の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い

場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

１月号掲載俳句募集

はがきまたはメールに作品 1 点
を記入し、11 月末日までに投
稿してください。
作品には①地区名②氏名③電話
番号④中学生以下の方は学校名
と学年を明記してください。投
稿多数の場合は、選者により選
考（10 句以内）して掲載しま
す。なお、選者により語句の訂
正等をさせていただく場合があ
りますので、ご了承ください。

■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）

池田町総務課　総務係
℡ 62-3131

メール
soumu@town.ikeda.nagano.jp
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「
口
」
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
、
認
知
症
予

防
に
重
要
な
役
割
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
今
回
は
、
神
奈
川
歯
科

大
学
で
認
知
症
を
専
門
に
診
て
い
る
先
生
に
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
申
込
は
不
要
で

す
。

《
日

時
》
12
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　

開
場
：
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

開
演
：
午
後
２
時
～
３
時
30
分

《
会

場
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で　

ホ
ー
ル

《
テ
ー
マ
》

　

「
認
知
症
性
疾
患
を
識
る

‐
医
科
・
歯
科
連
携
診
療
の
重
要
性
‐
」

《
講

師
》
神
奈
川
大
学
歯
学
部　

教
授

眞
鍋　

雄
太　

先
生

【
問
】北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病
院

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
６
２
）
３
１
６
６

　

交
通
安
全
・
防
犯
体
験
セ
ミ
ナ
ー
（
第
33
回

交
通
安
全
・
防
犯
町
民
大
会
）
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

《
日
程
》
11
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正
午

《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
内
容
》
・
講
演
会

・
防
犯
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

・
大
北
防
犯
協
会
連
合
会
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
紙
芝
居

・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

【
問
】
住
民
課　

環
境
係℡

（
６
２
）
２
２
０
３

　

農
業
者
年
金
は
「
農
業
者
に
も
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
並
み
の
年
金
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
国
に
要
請
運
動
を
行
い
実
現
し
た
、
農
業

者
の
た
め
の
制
度
で
す
。

農
業
者
年
金
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

　

①
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高
齢
化

時
代
に
強
い

　

②
事
務
経
費
は
国
が
負
担
し
て
い
る
た
め
、

支
払
っ
た
保
険
料
の
多
く
が
年
金
資
産

の
運
用
に
回
る

　

③
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
る

　

④
保
険
料
は
月
額
２
万
円
～
６
万
７
０
０
０

円
の
中
で
自
由
に
決
め
ら
れ
る
（
35
歳

未
満
の
方
は
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば

１
万
円
に
引
き
下
げ
可
）

　

⑤
一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
る

　

⑥
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
死
亡
一
時
金
が

あ
る

⑦
受
給
予
定
の
年
金
額
が
支
払
っ
た
保
険
料
を

下
回
ら
な
い
よ
う
に
補
て
ん
さ
れ
る
仕

組
み
が
あ
る

　

60
歳
未
満
（
国
民
年
金
任
意
加
入
者
は
65
歳

未
満
）
の
、
保
険
料
免
除
を
受
け
て
い
な
い
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
大
北
の
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
】
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
（
６
２
）
３
１
２
７

　

町
芸
実
文
化
協
会
40
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
民
謡
・
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

《
日
時
》
11
月
23
日
（
木
）
午
後
０
時
30
分
～

　
　
　
　

（
開
場
午
後
０
時
10
分
）

《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
料
金
》
無
料

《
定
員
》
３
０
０
人

《
申
込
》
11
月
20
日
（
月
）
ま
で
に
交
流
セ
ン

タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
】
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

℡
（
６
２
）
２
０
５
８

「
認
知
症
を
学
ぶ
講
演
会
」
開
催

交
通
安
全
・
防
犯
体
験
セ
ミ
ナ
ー
開
催

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

民
謡
・
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
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《 有 料 広 告 欄 》
池田町空き家バンクに

登録しませんか？

【問い合せ先】総務課  移住定住係　℡ 62-3131

　池田町空き家バンク制度は、空き
家の利活用を目的として、連携して
いる不動産業者が売却・賃貸を仲介
する制度です。
　空き家をお持ちで、売却や賃貸を
お考えの方、まずはお気軽に役場移
住定住係までご相談ください。

▲最新の情報は
　こちらから



広
報
い
け
だ

℡
０
２
６
１
（
６
２
）
３
１
３
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１
（
６
２
）
９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

soum
u@

tow
n.ikeda.nagano.jp

発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

総
務
課　

総
務
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３-

６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
５
年
10
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
３
年
11
月
号
（N

o.685

）

《

有

料

広

告

欄

》

池田町メール配信サービスにご登録ください池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

3 日（金・祝）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 野村クリニック 85-0085

5 日（日）
池田・松川 みどりクリニック 62-5225

大町市内 伊東医院 22-0077

12 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

19 日（日）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 柿下クリニック 21-1230

23 日（木・祝）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

26 日（日）
池田・松川 近藤医院 62-9187

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  

■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

3 日（金・祝） 柏原歯科医院 71-1182

5 日（日） グリーン歯科クリニック 23-6666

12 日（日） おだ歯科 72-6482

19 日（日） オクハラデンタルクリニック 23-0500

23 日（木・祝） いいざわ歯科医院 23-7050

26 日（日） あづみ野歯科 62-2332

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

3 日（金・祝） 松川とをしや薬局 61-1527

5 日（日） 内川薬局板取 62-9912

12 日（日）

キムラ薬局 62-5210

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

19 日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

23 日（木・祝） 池田土屋薬局 61-5021

26 日（日）
内川薬局板取 62-9912

ナシダ薬局 62-6370

■11月の主な行事
期　　日 行　事　名

2 日（木） 高瀬中　参観日③

3 日（金） みんなの文化祭（芸能発表）

9 日（木） 秋の火災予防運動（～15日）

11 日（土）
交通安全・防犯啓発セミナー

図書館まつり（～12日）

19 日（日）
大かえでリレーマラソン大会

フットソフトボール体験会

20 日（月） ５校園読書旬間（～12月1日）

30 日（木） 学校園運営協議会③
※新型コロナウイルス感染拡大状況によって中止となる場合があります。

■11月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

  3 日（金・祝） 信光実業（株）大町支店 ２３-３０２０／６２-３８５７

  4 日（土） 日特工業（株） ２２-５２６６

  5 日（日） （株）ハイテム ０２６３-８２-０２７１

  11 日（土） （株）水建 ０２６３-８６-３３８１

  12 日（日） （株）サンエス設備 ０２６３-７３-２００８

  18 日（土） （有）イシダ設備 ０２６３-８３-４３６０

  19 日（日） （株）長澤設備工業 ０９０-７７２５-０１０６

  23 日（木・祝）（有）岡村設備工業 ２２-４８８５

  25 日（土） （株）ＧＣＩ ２２-３１４５

  26 日（日） （有）コーヨー住宅設備 ６２-３５２９

■11月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
10月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,266人　（-21）
　　　男 4,483人　（-8）　女　4,783人（-13）
●世帯数 4,069世帯（-8）

■11月の納税等
固定資産税③・国保税・後期高齢④ 　　　【納期限 11 月 30 日】
※ 口 座 振 替 日 は 11 月 28 日（ 火 ）で す。前 日まで に 残 高 の 確 認 を お 願 いします。


